
驚藷「思考力jについて
高本輝夫

ユ　懸考カゴ重視の経緯について

　今画の学習指導要領の改訂は・文部大臣が教育諜程審議会に対して行った諮問r幼稚園、小学絞

中学佼及び高等学校の教育課程の基準の改：善について」に基づくものである。そこでま窒、今睡の

改訂で偲考力」の育成が重視されることになった経緯について見ていくことにする。

　まず、改訂のスケジュールは、昭和60年（Z9（15＞9月諮問、昭編1年（ig86＞10月中闇まとめ、

昭和62年（1987）1震審議まとめ、昭和62年（1987）王2月答鼠となっている“

　その「答劇　（昭和62年、1987＞の弓、教育諜程の基準の改善の方針」の91、教育課程の基

準の改善のねらい」には次のようにある。　（以下、引用文中の下線は筆者による。）

②自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応できる能力の育成を重視すること
く中賂）

　そのためには、児童生徒の発達段階に応じて必要な知識や技籠を身に付けさせることを通し

て、思考力、判断力、表現力などの能力の育成を学校教育の基本に据えなければならない。と

りわけ、新たな登想を生み出すもとになる論理的な思考力と想像力、直観：カなどを重視すると

ともに、科学技術の進歩や｛講靴の進馳こ対応するために必要な墓礎的な能力の育成にも留意

しなければならない。　（X：1）

そして、岡じく「4、各教科・科揖等の内容の墜擁」のドア　改善の基本方針」には次のよ

うにある。

（前略、蟹藷に対する関心・国語を尊重する態渡）その際、特に、｛講塩化などの社会の変化に

対応するため表現する能力と櫓手の立場や考えを的確に理解する龍力を・養い、思考力や趨象力

及び護語感覚を育てるようにする。　（中略、教材についそ〉その際、特に、自然や美しいもの

に感動することなど晴操を豊かにすること、たくましく生きる態度を育てること、垂離郷肇

力を育てること、撃力魑の文イヒと伝統に対する関心や理解を深めること、国際理解を深め肇際

強調の精神を養うことなどに役立つものを選ぶよう醗擁する。　（＊2）

2　学習指導要領（平成元年、ig89）串の隠考力」について

　では次に、　偲考九という言葉が、平岡元年に告示された学習旛導要領（小学校・申学校・．高

等学校）中にどのように現れているか、見てみたい．

　小学校学習指導要領では、二か所に現れる，、まず、　r第1　翼標」には、
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　　　匿語を正確に理解し適切に表現する能力を育てるとともに、思考力や懇像力及び言語感覚を

　・養い、蟹語に対する関心を深め国警を尊重する態度：を育てるe　（＊3）・

とある、また、　f第3　指導計醸の作成と各学年にわたる内容の取飼い」の、3の教材選定の観点

には、

　　（2）　思考力や想搬力及び言藷感覚を養うのに役立うことe　留4＞

とある。

　次に申学校学習指導要領では、こか所に現れる。まず、礪1　目標」には、

　　　蟹藷を正義に理鐸し透切に表現する能力を高めるとともに、思考力や想撮力を養い言語感覚
　　を豊かにしN蟹藷に対する認識を深め蟹語を尊重する莚渡を育てる。　一〈＊5）

とあるeまた、f第3　指導計魑の二三と溝容の取扱い」の、3の教材選定の観点には、

　　②　　占考力や態像力を養い言藷感覚を豊かにするのに役立つこと。　（＊6）

とある。

　そして、高等学校学習指導要短では、五か所に現れる。まず、「第1款　目標」には、

　　　蟹藷を曲確に理解し適切に表現する籠力を身に付けさせるとともに、思考力を檸ばし心濤を

　　豊がこし、言語感覚を磨き、言挙文化に対する肝心を深め、國語を尊重してその向上を図る態

　　度：を育てるe　（＊7）

とある。そして、残り四か霧は、　蜜語舅、　笹藷賄、　魑藷表現」にあるe

　まず魑藷夏」では㍉f1　冒漂」に、

　　　国護を的確に理解し遜切に表現する熊力を養うとともに、思考力を捧ばし窺情を豊かにし、

　　言語感覚を磨き、言感文イヒに対する闘心を深め、国譲を尊重してその向上を露る態度を育てる

　　（＊　8＞

とあるeまた、　「3　内容の取濃い」の、（5）の教材選定：の観点には、

　　イ　愚考力を捧ばし心購を豊かにし、言認感覚を磨くのに役立つこと。　留9）

とある。
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　次にヂ薩語幾では、　触　醤標1ζこ、

　　国語を的確に理解し適切に表現する能力を高めるとともに・三豊豊を碑ぼし心構を豊力飛し

　言語感覚を磨き、蓄語文化に対する闘心を深め、、国藷を尊重してその殉上を図る態度を育てる。
　　〈　＞g，c　10＞

とある。

　そして、　「国語表現」では、　獄　目標』に、

　国語で適・切に表回する能方を高めるとともに、思考力・を緯ばし言語感：覚を磨きぐ進んで衰現

することによって生濡を充実させる態度を育てる．　（＊I！）

　以上のように、　二二力」は小学校、中学校、高等学校とも指導事項巾ではなく、　催1標」串と

薦己慮：事項中に現れるv

　ところで、学習指導要領には偲考力」ほぼ周じ意味で使われていると愚．われる言葉が見られる。P

それ愉1’学校、申学校、高等学校でそれぞれ次のように晃られる。

　小学校では、　IEIIi．・考するカ」、論理的な見方や考え方」の二つが、　糖3　指導計画の作成と

各学年にわたる内容の取鼓い」の、前者は1の配憲事頃に、後者は3の教材選定の観点に、

（7）　個々の児童の特1生を生かした指導を行い、主体的に表現し思考し想像する方を育てるよ

　　うにすることe　（＊！2）　　　　　　’

（の　科学的、論理的な見方や考え方をする態度を育て、視野を広げるのに役立つ，ζと。

　　〈＊　！3）

とある。

中学校では、　f第3　指導計懸の作成と内容の’取回い」の、3の教材選定の観煮に。．

　　（4）　科学的、論理的な見方や考え方を養い、視野を広げるのに役立つことe　（＊④

とある。

　高等学校でぱ、　「国藷表現！の「3　内容の取扱い」に、

（4）　教材は、書くこと話すことの学習澄渤に役立つもので、特に論理的思養麦を傭ばすの

　　に疫立つものを取り上げるようにするe　億！5）

とある、

　これらの語もやはり懸考力」と岡じように、指篶鶏異串ではなく、曜慮事項串に現れているこ
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とがわかる。

　では、学響指導要領の濃擾や配慮事項串に現れている「患考力」を具体的にはどう育成して

いけば劣いのだろうか・　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　一

3　学蓼指導要領の指導事項における思考力の育成

　先にも述べたように、教育課程審議会の「幼稚園、小学校、中学校及び高等学校の教育課程の基

準の改善について」の「答申、惚和δ2年置！987）の途中経過において「高義指導要領の要点（教

育課程i講習会・資料、文部省う　（昭種δ3年8月＞1　（『1ヨ本教育薪闘』、昭粒お3年8月6H及び13

9付け資料叛による。〉が公表された．

　これには小学校、串学校のものが捲載されている、その串から「思考力」という言葉の現れてい

る部分を抜き出すことにする。　（それぞれの末尾に（学年・指導下項〕を示す。〉

　まず、小学校について見てみようe

　ほ　教科唇標改善の視繭には次のようにある、

工　慧考力や蟹象力及び言語感覚を育てる。　（＊！6＞

ヂ3　湾容改善の撹点臨の∫②各領域の内容改善の視点…」の歯肉」の領域には次のようにあ

る。

　イ　i主題意識」は、自分の考えの寧心を的確に表現することの肖容である。

　。f話すこと」と「書くことiとの蘇面からの指導内容：と賦思考力の育威に応じた上学年の

　事畷とする。　（尋・ウ、、5、eエ、6・エ〕．（＊！7）

同じく漣舞まの領域には次のようにある。

オ　ヂ飲量に雛した読み」は。寂述の譲部まで注意して談むことの内容である。

・（略）

・思考力の育戒のため、高学年の指導内容として重冷するe　〔2・オ、3・オ、4・オ、5・

エ、6・工｝　（＊18＞　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　一・

ク　　ヂ感想・意見」は、闘いたり談んだりしたことについて自分なりの感想を適切に持つこと

の内容である。

。現行では文字言藷のみに平定しているが、音声言語をもふくめ、思考力の育成を重撹した内

容とするeて3」キ、4・キ、5・』 J、6・キ1（＊！9＞

次に、中学校について見てみよう。

「1　教科目標改善の擬点」には次のようにある。
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工　思考力や想像力及び叢語感覚を育てる。　（将①

「3　内容改善の視点ユの「（2）各領：域の内容改善の撫i論の1一表現」の領：域には次のようにあ

　　る。

キ　ダ語句の選択ゴは、語句の選択とイ爽用にフいてのことであξ6、文のまとめ方と闘孫づけて

示し言語感覚と懇考力の発達をめざすe　（1・オ、、2・カ｝　（＊21）

同じく　「理解」の領域には次のようにある。

キ　態像・思考・鑑賞」については、想像力や慧考力を擁ばミへ文章を鑑賞する事項である

文章への興味、関心を深める指導事項であり、講書への発蟹につながるので、読み手としての

主体的な感想、意見をもたせることを重視する、　（！・カ、2・オ、3・カ〕　（＊22＞

　ところで、高等学校については、小・中学校での「学習詣導要領改善の要点（教育課程講習会・

資料＞」に相当するものは、公表されていない。そこで、高等学校段階における思考力の育威につ

いては、教育課程審議会の答申をもとにすべきだ、と考える．

　以上のように、教育諜程審議会の地勢をもとに学習指導要領の指導事項における偲、考力j育漢

について晃てきたわけだが、教育課程審議会が示したものだけでは不十分である、と私は考える。

　そこで次に、学習指導要籏本文（指導事働から、思考力の育成にかかわる語を含む部分につい

て抜き出すことにする。尊墨取り上げた語はr考える」整理する」怯とめる」などの勤詞と。

噸序」、怯とまり」、隅切触などの名詞である、なお、学習漣勤を明確にするために、本

文の文言を変えて引用する．（教諜審の示したものと重なるものは括弧で括った。）

　まず、小学校学習指導要領を歴てみよう。

　（第1学年）

A　表現
　　イ　経験した事の順序を考えて話す。

　　ウ・書くための事緬を考えるa

　　工　見聞した事、経験した事など三三をたどって文章を書く・

　　オ　事柄を考えながら、　（文や文童を書く．）

B　理解
　　イ　話の内容の大体を導き取るe

　　ウ　語や文としてのまとまりを考えながら音談ずる。

　　工　文章の内容の大体を読み取る。

管粥事項〕

　　（該急なし〉
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　（第二学年）

A　表現　・一’・一＿．、

　　イ　事柄の順序を考え整理して話す。

　　エ　晃聞した事、経験した事の順序を整理して文章を書くe

　　オ　豊里の順序を考えながら、文章を書くa

B　理解
　　K　話の噸序を考えながら、内容を懸き取る。

　　ウ　文章の内容を考えながら音読する。

　　エ　病母的な題序、場面の移り変わり、事柄の膿序などを考えながら、内容を読み取

　　　る◎

（言語：至宝）

　　（該当なし〉

　（第3学年）

A　表現
　　イ　区切りを考えて話す。

　　ウ　（必要な〉事解を選び整理してから文章を書く。

　　エ　事柄ごとの区湧りや中心を考えてから文章を書く。

　　オ　事橋と二二との続き方を考えなが二二と語や文と文との続き方に注意して文章

　　を書く。

B　理解
　　イ　話の要点を闘き取り、自分の立場からまとめる。

　　工　文章の要点を正しく理解しながら。内容を読み取る。

（キ　聞いたり読んだりした内容について、禽分ならどうするかなどについて考える。）

　　ク　自分の立場から大事だと思うことを落とさないで文章を読む。

〔言語事項〕

α）ア（イ）適切な声の大きさや逮さを考えて話す。

　　オ（イ〉文や文章の串における指示藷や接続壽護の役割と使い方に注意する。

　〔第娃学年）

A　表現
　　ア　内容の軽：重を考えて話す、

　　イ　話の中心点が分かるように、筋遵を立てて話すe

（ウ　自分の考えをはっきりさせたりまとめたりしてから話す，，）

　　エ　（必要な）事緬の順序や軽重を考え、整理してから書く、

　　オ　中心点が明確になる書き方を考えて文章を書く。

　　力　段落を考えて書く“

　　　段落と段落との続き方にも注意し文章を整えて書く。
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B　理解
　　ア　話の要点や串槍嚥を書きとめながら話の薄容を正確に間き取るe

　　イ　自分の感態をまとめてみる。

　　工　慶落櫓互の闘係を考えて、塞童の中’こ童塵麺を読み取るa

　　ク　大事な事徳をまとめる。

〔言語事項〕

（！＞　；S（ア）　文の構成について勧歩的な理解をもつ。

　　　（イ〉　：文と文との意味のつながりを考えながら、獲示藷や叢鏡藷　適切に使う、

　〔第5学年〕

A　表現
　　ア　（相手や場の〉状洩を考えて話す、

　　イ　意図をはっきりさせて根腿を明らかにしながら話す、

（工　自分の考えを明確にする。

　　　表現することによって更に考えを確かにする。〉

　　オ　主題や要旨を考えて事柄を選び、観点ごとに整理してから書く．，，

　　力　出域を考えて文章を書く，，

　　キ・段落のはっきりした文章を書くe

　　　　段落鎚互の闘孫を考えて文章を書くe

（ク　事象と感想。意晃などとを区重して文章に書き表すe）

　　コ　聞いたり読んだりした豊春から素材を選び、構戒や叙達などの回れている点を参

　　　考にして藁蓑する．

B　理鰹

　　イ　議し手の意図を理解妖自分の慧見や感患をまとめる。

　　ウ　主麺や要醤を考えながら内容を議み取る．

〈力　話し手や書き手のものの晃方、考え方感じ方などについて理解する。〉

　キ　必要な事柄を呼べるため、また、必要な馨議惑を得るたあ、文：葦を読む．

　ク　闘いたり読んだりした内容について、自分の立場から購戒して表現する。
〔言語事項」

ωカ（ア〉　文の串で叢駒の孫の方や照応の三方を理解して、いろいろな：文の構域があ‘

　　　　　ることを滞流する。

　　　（イ）　文と文との意味のつながりを考えながら、指示語や接続藷を適切に旋う、

　（第6学年〕

A　表現
　　ア　曙舞や話謹の題額などを考え、計画的に話す。

　　イ　震約や意襲に膳じて選璽隙二話す。P

／工　主鍾や意蟹をは唯きむさせ．表現することによって更に嚢労の考えを探める。）
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　　オ　欝的に応じて必要な事緬を集め。全体を箆通し整理してから書く。

　　力　全体の構域を考え。書いたりするee

　　キ　文や文章の総立ての効畏を考えて文章を書く。

　　　　文章全体の流れを考えだむして書く。

（ク　穣拠となる事象と感獣輪姦などとを区剥して文：童に書き表す。）「

　　コ　文章や話の内容事構などを要紛したり敷卜したりして表現す為

B　理解
　　ア　事象と感懲憲見の闘孫を考えながら。轟き取る，，

　　イ　話の跨容と自分の生濤や慧見とを比べながら闘く、、

　　オ　事象を客観蔚に述べているところと。書き手の感慰意晃を違べているところと

　　　の撰縣を搾さえながら読むe

（キ　話し手や書き手のものの見方、考え方。藤じ方などについて。自分の考えをはっ

　きりさせながら理解する。）

　ケ　闘いたむ読んだりした内容：について。騒搬こ応じて再嫁壊して表現する、

（言語事由｝

（X＞；Ey（ア）　文や文章にはいろいろな構威：があることについて理簿を嘗める，、（峨3｝

次に、中学校学習指導要領を見てみようe

　（第1学年〕

A　表環
ア　表現しようとすることについて自分の考えをまとある。

イ　奮分の考えに墓ついて表環する、

　ウ　自牙の考えを正確に表現するために。必要な戸々や謝を選び賦す、、

工　全体の穫填を考え。事実と意晃部分と全鐘との麗孫を考えて表環する。

オ　表現しようとする事麺や考え。気心ちにふさわしい藷句を選ぶ。

ケ　霞分の考えや気嚢ちを整理し、言葉遷い畜こ注意して話す，、

B　縢
ア　話や文：章の要点と事繕をとらえ。楼要に応じて要約する，、

　イ　話や文章に表れているものの見方や考え方を理解し、自公の見方や考え方を確かめ

　　るe

　ウ　話や文藁の構滅や籔道を正建にとらえ、跨容の理簿に役立てる。

オ　文章の表環に灘して主罐を考えたり要旨をとらえた回する。

　率　場面㍉雛論理の展擁などに注意して議むも

ク話合購撚れぞ鋤薙重を臆して雛滋藤旛をとらえて自分の考
　　えをもつ。

鷹認事項〕

ω工　文章の摩の段落の授書1や文と文との接続弓懸などを考える，、
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　　（策2学年〕

A　表現　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　。

　ア　表現しようとすることについて鷺分の考えを豊かにする。．

　イ　自分の考えを灘め、立場を弱らかにして、表現する，，

　ウ　自公の考えを射縫に表現するために。遡窃な諜鍵鮒を選び出す．

　工事実と護量ぐ中心め部分と趨沸騰部分などの三三がはっき参分かるように三三纂

　　構i成を工夫して衰環する。　　　　　　　一

　ケ　欝分の考えや気捲ちを、旙手や場の状溌に癒妖三婆な書葉遣いで回すtS

　凝　話合いの茄1をとらえて毒分の考えをまとめ、その場の謬釣に溢って的確に話す、、

B　理解
　ア　話や文章の屡翻に晒して内容をとらえ、必要に繕ごてi蒙愛する6一

　イ　話や文章の内容に含まれているものの見方や考え方を理解し、自分の冤方や考え：方

　　を広くする。

　ウ　話や文章の申心の三分と拳旛的な蔀募とを騒回して、論理錦な構硫や展雛を鍵縫に

　　とらえ、内容の理解に畿立てる．

　工　文章の展醗を確か轟ながら主題を考えたり、要鷺をとらえたりする，，

（オ　自分の感恩をまとめる。）

　力　事実と意見、説明と矯写などな表翼の違いに嚢i籍しズ読む、

　キ　話の要薫、をとらえながら鑛き、謡の鄭麺煮を的確に幽き取る、

　：ク　話合いにおける量れそれ鐙発言の共遊蓮、と憂慮点ζを闘き分げ、盤蜷をはっ

　　きのさせる。

儒語事翻
　ω工　文の串の文の威分の題詞や照藏；筏文の懇立てなどを考えるee

　（第3学奪〕

A　表現
　ア　表広しようとすることについて禽鳥の考えを見直した叢誌めたむするe

　イ　薬罐や要鍛がはっきり分かるように表環するge

　エ　意籔が槌手に伝わるように、誰誰を甥らかにし㌦懲渠艶な論理の展驚を工夫して嚢

　　環する。

　カ　（書いた文章を〉認み手の立場を考えて表鵜や表環を検討する．一、・「

　ク　義手の立場や受げ取り方を考えて話す、

　ケ　右手の立撃｝や考えを尊重し、話し合いが毒煙に沿って魏粟釣麗震幅するよう話す。

B　理解
　ア　話や文章の展灘に評して露容をとらえ、欝的や必要に減じて要懇rするe

イ話や文章に生かされている堕坐童三蓋を理解娠豊鐘塑麩義藍叢；塞を潔
　　める。
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　ウ　話し手や書き手の考えの進あ方をとらえ。下野の理鰹や自分の表現に役立てる。

　；S・文章を読んで主題を考えたむ要旨をとらえる。

　　　それについて自分の考えをもつ、　　・

（力　文章を読んで豊麗。挺会。忌詞などについて考え、まとまった感態や意見をもつこ

　　と。）

　ク　話し手の立場や話の根鍵を考えながら話の晦容を醜確に闘き取る。

（言乱調
　くllウ　文の中の意瞭の回れ冒と続き方などを考える。

　　工　文章の展罷の登方や文章のまとまむ方などを考える。

　13｝ア　醤的や必要に旛じて適甥な形式や文字の書き方を考え、調郵よく書く。　〈＊2e

次に、高等笠懸学習詣導要領を見てみよう。

第1　蟹語夏

　　A表現
　　　ア　貿酌や曝に応じて護題や講書を選獣自分の考えをまとめる。

　　　4　主題や論讐が聾確になるように開智を工夫して話した参書いたむする。

　　　工　事実と意二二墾と携写の区点などに注意し、筋道を立てて話したむ書いたむする

　　　オ　霞酌に応じて遼甥な形式や文蕪を工夫妖話や文章をよりょく整える。

　　B　理解
　　　ア　話や文章の主麺や二二を叙述：に興して爵確にとらえるe

　　　イ　話や文章の融や展騨に注意して。話し手や書き手の考えの進あ方や強識点をとら

　　　え蕊
　　　ウ　話や文章の跨容を盛要に癒じて要約したむ詳遠したむする肇

　　オ　話を闘いたむ文章を読んだ参してものの見方。考え方を広くし、入臨盆会。自蕉

　　　などについて考えを探ある。

　　（言忌事項｝

　　　《該当なし）

第2　法語9　……唇藷勤に準ずる

第3　一難表環

　　ア　適騨な話錘や灘を取静上げ、それについて藩報を言出整理し。自分の考えを療あ

　　　て、圭離や論旨を醗薙にする。

　　イ　観察、講査などに墓ついて、事実、濡鼠などを正確に議瞬したむ誤　　鞍調にまとめ

　　　たむする。

　　ウ　三下に鍵って材欝を整理し、意見、主彊などを筋道を立てて話したむ書いたむするこ

　　　とa
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オ　形式や文体を整えて、通信、転達などの文章を書くa

力　優れた表現について茎塾要量墾越・鰹辞などを吟蝶し、嶽分の表現や推敲に役立

　てるe

第4　現代文

　　ア論理的な文章について・主要な論点と｛擁勤犠鯨との闘孫を塾も論理の展麗や肇
　　　旨を的確にとらえる．　　’　　　　　　　　一

　　イ　文学的な文：章について・ま錘・i麩・叙述：などを：確かめ・入物、情無心驚などを酌

　　　確にとらえるe

　　ウ　旨的や内容に応じた檬々な読み方を通して、文輩の読解、鑑賞を深め、人離穀会、

　　　自然などについて自分の考えを深めたり発展させたりする。

　　工　文体、修欝などと魯容との関孫を考え、表現上の特色をとらえる。

　　力　文章や作品を読んで要約したり、感想をまとめたり。自分の考えを筋道を立てて話し

　　　たり書いたりする。

第5　三代語

　　イ　遡切な発声。発音、賜強弱、話す速度などを考えて、離果的に話す。

　　ウ　文章や文の綴立て、語句の縫き、表記の仕方などを身に付けるe

第6　古典1
　　イ　文章の構域や展麗に擁して、主題や要旨を的確にとらえる。

　　ウ　文章や作品に表れた入間、社会、鼠然などに対する鑑想や整鐘を理解し㌔ものの冤方、

　　　感じ方、考え方などを豊かにする。

第7　古典昼　……〈該当なし〉

第8　古典講読

　　ウ　文章や作品に憐れた愚想や感心を的確に談み戴り、生活や入生について考える。

　　工　古典を読んで、欝本文化の特質やH本文化と申国文化の灘系について考える。（寒紛

4　まとめと考察

搬上、小学校。串学校及び高等学校の学習指導要額の指導事項で、悪考力の育成にかかわると考

えられるものを抜き出しf：，、その結果、学習捲導要領で懸考力」の育成という場合には次の三つ

のことを指しているNと考えられるee

①筋道を立てて考えること（いわゆる論　・な思考力）。
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③まとまりを慧識したり・まとまむを作っ牽鰺するこ、と（ものごとを纏蒙概する龍力）“

③　縫人の愚想を理解したり、自公なりの回想を三つこと偲考の方法、愚考鵜搬容），，

井圭灘美氏は輪御嬢思考：カ」を次の三つに分類している。

鱒　彩式譲慰籍の諸規選にかなった推論のこと｛猿轡　

⑫筋道の選った愚歎つま：りある文章や話が講藍の形式｛薩羅一結論。また主蚕一理由とい

　う骨綴み｝を整えていること

麟広く薩観やイメージによる愚考に対して舜撚総合、幾象比較灘孫づけなどの職念
　費触思考一概のこと《広義）　（寒2s＞

　①をダいわゆる論理離な愚考力」と言らたφは、11｝と②にあたる。②と③は織にあたる。

　③を「ものごとを雛象翫する能力」と書一．ためは、〈3｝の中でも「分祈」、　聡合」、　臆象」、

膜糊づけ」の愚考を画す．つまむ、ある事柄がどのような要素から戚っているか「分営」し効

その各々の要鋤燈体の申でどう誉詞づけられているか聡合」した甑各々の要素の脇象3の

レベルを雛鎌づけ垂たむすることをいう．

　③を、　f思考の方法、悪考の肖容」と言ったの嫉〈3＞の既較」を捲す。　簾灘鋤愚考力」と言

ってもよい。つまり二．ものごとを主鋤に考え、自分な箏の三態を持ち、それと難人の愚想を既

即した甑　「就覇酌」にものごとを考えたりすることをいう．

　①は噸序」等、③は怯とめる」寡．③は鳴分の立場」等の譜を含んだ事墳である。

　この三つの観点で、賢き卸した事項を学驚棚に整鰹してみると，、e表1x　2〕のようになる“さ

らにこれをi鑑達段贈甥にまと跨たのが、　〔醒1〕である。

　その繕疑から全鋤に歌：のようなこと：がいえるce

　まずN壊燐交響学年では①と②に重｝勲潅勤職、③の指導は蓼予われない。抵学年に③がないのは

登達麗馨からみて無理があるからだ、と考えられるge申学奪では②にやや璽点を置くものの。縫と

くらべると難懸緒藝：嘆尋こ｛幕ξ矯耀♪な蕎㌔高学年は③に欝に重農が置かれ㌔③の繕導はこれ獄降あまむ

行われない。つま艦③の事灘叡嬉榊学年までに扮に身に穿けさせなければならないこと
になるv

　次に国学絞は曳ほ姦難戦輸霧学年を：受け繕iい：だような彩になっている“

　轟等学麟iも、中学絞とくらべると③に勢講蟹かれているが、層㌔学校高学年。寧学校の流れをく

んでいる、とい　一？てよ毒㌔

　また、廓内絞第亙学年から高等学校の1甲麺語義」までについてドA表環」と魅理繍の事項の

：分斎について見ると次のようになっている，、

①はrA表環鎗懲離郷§で、　rA表現に蕪っている、，’

③は「A表環！欝聡理解」慧でN毒灘濫均等に環れているe

③は「A表環」鱒1憾理解」欝で、ほぼ均等に現れているe、i。
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　このことか歎①は溺としても、全体としては慧考力の育威を表翼の籏域と理解の領域でバラン

スよく行おうとしていることがわかる。

　さらに、これらについて発違段馨灘に見ると次⑳ようになっている。

①は塩学校に表現の事噴が鑛鰍串学校簿驚に理解の事幾毒編っている、

②は表現の事：唾はホ学校に蕪っているが、理解の事墳は均等に環れている，，

③は表現の事項は寧学狡罎降に｛羅っているが。理解の事項書ま均等9こ現れている。

　このことから、痴学校では①、②を表環の領域で重点離に指導し、欄降では①を表現の領

域で。③を理鰹の領域で重融に詣導しょうとしていることがわかる，，

　最後に。君疇鍵効藤高等学校までの学習詣導要領において、思考力の育戚にかかわる事唖とそう、

でない事蜜がどういう箋胎になっているカ＼見てみることにする、その隊ホ・寧学校と高等学狡

の魑語憩では「A表現」と「B理解」の事項についてくらべ。それ膨麟ま全部の事項について
くらべた。

　小学狡は第4学年から第6学年の「A表現」で思考力の育蔑にかかわる事壊の方が多いが、全体

としては、ほぼ1司じ舗舎になっている，、

　中学校は全体的に愚考力の育峨にかかわる事藝の方が多いk

高等学校は瞬代語」「古典亙」鷹典講論を除いて、思考：カの育戒にかかわる事項の方が多
い⑬

　このように見てくると、讐に座学校中学年あた鞍から懸藷僻湊導事項全捧の寧で、愚考力の育戒

が重観されてくる、といえるのではないだろうか．そして。　〔言護事項｝を除いた露語の旛導事項

全！留項暦年愚考力の管領にかかわる賛嘆が灘墳葺であることから。國語という難における愚

考力の育戚は舞常に重要である、といえるだろう，，
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（表1〕　学習指導要嶺における懸考力」育成の指導事項観点瀞扮顛表〈その1＞
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（表2）　学習自訴要領におげる懸考力」育戚の指導事凝輪講1溌類1表《そ⑳2＞
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※「各学年の三二」絃骨類の対象か嚇まずした。指導事項が二つ以上の二二にわたるものには、

下線を締ナ、同一墳欝に二つ蟻上の指導内容を含むものは途惑を重ねて示した．なお。ド櫨」は
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